	２０２１年度　クラブ・サークル支援事業申請書書式

	（教育後援会記入欄）

受付番号
	

	
	提出日　　　　　　年　　月　　日

	【記入上の注意事項】　本申請書記載者は、必ず記載内容をクラブ・サークル代表者に確認してもらうこと。


	申請者記入欄

	クラブ・サークル名
	サークル名：　　　　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ　　　　　　　　　　　　　　　）

	加入団体名
	下記の中の番号から一つを選ぶこと。　番号名（　　　　　　）
１．応援団　２．体育会　３．音楽系サークル協議会　４．文化系サークル連合　５．その他

	部員数（内訳）
	貴クラブ・サークルに所属する本学の学部学生（マネージャーを含む）の部員数を学年別に下記すること。なお、ここに記載の部員数と別途提出してもらう「部員名簿」に記載の部員数とが相違しないように注意すること。
1回生　名、2回生　名、3回生　名、4回生　名、5回生　名、6回生　名

合計（　　　名）

	クラブ・サークル代表者名（学生氏名）
	氏名　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ　　　　　　　　　　　　　　）

	申請書記載者名
（学生氏名）
	氏名　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ　　　　　　　　　　　　　　）

	申請書記載者所属
	所属学部名（　　　　学部）／学年（　　回生）／学籍番号（　　　　　　　　）

	申請書記載者連絡先TEL
	固定電話（　　　-　　　　-　　　　）／携帯電話（　　　-　　　　-　　　　）

	申請書記載者E-Mail
	申請書記載者のメールアドレスを記載すること。
※すぐに連絡のつくアドレスにしてください。（記載誤りのないように。また、パソコンからの一斉送信が必ず受信できるようにしておいてください）
E-Mail：

	支援受領後、活動実施報告書の提出責任者
（上記の代表者・申請書記載者等の責任者が変更になる場合）
	氏名　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ　　　　　　　　　　　　　　）
所属学部名（　　　　学部）／学年（　　回生）／学籍番号（　　　　　　　　）
固定電話（　　　-　　　　-　　　　）／携帯電話（　　　-　　　　-　　　　）
E-Mail：

※すぐに連絡のつくアドレスにしてください。（記載誤りのないように。また、パソコンからの一斉送信が必ず受信できるようにしておいてください）

	顧問の教員
	氏名（フリガナ）　　　　　　　　　教員がいない場合は「なし」と記入

	安全衛生
	安全衛生担当者
	氏名（フリガナ）　　　　　　　　　　担当者がいない場合は「なし」と記入

	
	安全管理対策
	AED講習　　　　　　　　　　　　受講者　　　　人

	
	主な対策内容
	該当項目に○印　　　　　　　・熱中症対策、・防災訓練、・その他（具体に）

	
	防火防災担当者
	氏名（フリガナ）　　　　　　　　　担当者がいない場合は「なし」と記入

	申請内容（1）

	支援を受けようとする
活動の区分　
	下記の中から一つを選ぶこと。　　記号（　　　　　　）
A.  　強化育成活動　団体の強化育成に要する経費（強化合宿費、調査合宿費、指導者・講師の招聘費等）の補助
B.　　公式試合への出場　所属する連盟等の公式試合（全国･西日本等の主要大会）に出場するための遠征経費（宿泊費等）の補助
C.　　海外遠征　国際親善試合や親善公演、あるいは調査活動に要する遠征経費（宿泊費、渡航費等）の補助
D.　　高額な用具等の購入による強化育成活動　団体の強化育成活動に不可欠な用具･備品（楽器等を含む）等の購入費の補助
E.　　活動成果の発表　活動成果の発表に要する経費（ホール借上げ費、印刷製本費等）の補助
F.　　国際交流活動　国際交流活動を目的とする学生団体の外国人の受入れに要する経費（外国人の宿泊費・渡航費等）の補助
G.　　ボランティア活動　各種ボランティア活動を目的とする学生団体の活動に要する経費の補助
Ｈ.　　その他（上記以外で活発な活動を行うために要する経費）の補助

	支援を受けようとする
活動の簡潔表現
	支援を受けようとする活動内容を、上記で選んだ活動区分の題目に整合するように、３０字以内で簡潔に表現すること。ただし、複数の活動内容（例えば、「高額な用具の購入による強化育成および活動成果の発表」のように）を書くことは禁じます。下記の記載例を参考にすること。
　Aの場合の例：「秋季リーグ戦出場に備えての強化合宿」 
　Bの場合の例：「全日本大学選手権大会への出場」 
　Cの場合の例：「中国上海での親善公演」 
　Dの場合の例：「楽器の購入による強化育成」 
　Eの場合の例：「演奏会を開催するためのホール借上げ」 
　Fの場合の例：「国際交流を目的とした外国人の受入れ」 
　Gの場合の例：「東日本・熊本大震災被災地での片付けボランティア活動」等
　Ｈの場合の例：「上記以外で活発な活動を行うために要するもの」


	活動の実施日
	申請時点で確定していない場合は、予定日を記載すること。
（記載例）2021年9月25日～9月31日


	主催者団体
	申請の活動を貴団体が主催する場合は、貴団体名を記載すること。


	実施場所
	申請の活動を実施する場所を記載すること。


	支援を受けようとする活動の具体的内容と必要性

（1）「支援金をもらって具体的にどのような活動をするのか」、また
（2）「その活動がなぜ必要なのか」を簡潔明瞭に、両者合わせて200字以上、300字以内で記載すること。

	（1）活動の具体的内容　
（2）本活動の必要性



	上記活動に必要な
主な費用
	上記活動に必要な主な費用の内訳と合計額を記載すること。
（記載例） 宿泊費： 3,000円／日／人×20人×5日＝300,000円、交通費：貸切バス（マイクロバス）代　50,000円／日×2日＝100,000円、練習場使用料　10,000円／日×5日＝50,000円、合計450,000円


	申請金額
	上記項目の中から、今回支援を受けたい費目を一つだけ選び、その金額を申請金額として記載すること。
また、必ず領収書が発行される費目を選ぶこと。
（記載例）費目：宿泊費　　申請金額：300,000円
費　　　目：（　　　　　　　　　　　　　　）
申請金額：（　　　　　　　　円）

	申請内容（2）

	所属する外部団体名
	所属する大学外の団体（協会、連盟等）名を記載すること。
どの外部団体にも所属しない場合は「なし」と記載すること。


	評価対象
貴クラブ・サークルの
（1）結成目的
貴クラブ・サークルの結成目的を100字以上200字以内で記載すること。
	

	貴クラブ・サークルの
（2）活動目標
貴クラブ・サークルをどのようなレベルまで高めようとしているのか、その目標を100字以上、200字以内で記載すること。
	

	今年度の活動計画
上記結成目的と活動目標を達成するために、今年度一年間にどのように活動するのかを箇条書きすること。合計200字以上、300字以内にまとめて記載すること。
また、その中で今回支援を受けようとする活動事項に◎を付すこと。
	

	評価対象
過去3年間の
活動成果・成績

貴クラブ・サークルの過去3年間（2018年4月～2021年3月）の主な活動成果、活動成績またはボランティア活動を200字以内で記載すること。
	スポーツ系の場合、大会の規模や位置付けが分かるように、「全日本大学選手権大会において全出場30校中5位」や「全日本大学選手権大会において全出場者30名中3位」のように記載すること。
音楽系、文化系も必要に応じて同様のことを記載すること。
（注：記載内容は評価対象となりますので必ず記載してください。）
（１）2018年度
(2)　2019年度
(3)　2020年度



＜支援申請書の提出方法＞

メールの件名に「クラブ・サークル支援申請：団体名（例えば○○部）」と記入して、このワードファイルを下記のメールアドレス宛に添付送信してください。　※記入漏れがないか最終確認を行ってください。
　教育後援会メールアドレス：j-club.shien@osaka-cu.com
（注意）
１）　本支援を受けることが決定したクラブ・サークル団体は、課外活動成果報告書の提出義務があります。また、課外活動成果報告書提出時に活動状況がわかる写真、領収書、明細などの提出も必要になりますので、必ず保管しておいてください。
　　　支援金に残額がある場合は返金となります。

２）　提出期限は9月12日（日）２４：００までにデータ送信されたもの。（期限厳守）
　　　提出後、3日間以内に受領確認メールがない場合は、教育後援会まで問合せること。
　　　（電話番号6605-3420　　業務時間 9：30～17：00　土・日・祝日は除く)
３）　個人情報については、本申請以外には利用いたしません。
活動内容記載欄
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